
 

基礎学力検査 （60分） 

（2026年度 公募制推薦Ⅱ期）  

英語分野…….英１～6 

国語分野…….国 1～15  

注 意 事 項 

1. 試験開始の指示があるまで、この問題冊子の中を見てはいけません。 

2. この問題冊子の表紙の受験番号欄に受験番号を書いてください。 

3. この問題冊子は表紙を除き、英語分野 6ページ、国語分野 15ページの計 21ページです。 

4. 試験中に問題冊子の印刷不鮮明、ページの落丁・乱丁及び解答用紙の汚れ等に気付いた場合

は、手を高く挙げて監督者に知らせてください。 

5. 解答用紙には解答欄以外に次の記入欄があるので、監督者の指示に従って、正しく記入して

ください。 

① 氏 名 欄 漢字氏名を記入してください。 

② 科 目 名 欄「基礎学力検査」と記入してください。 

③ 受験番号欄 受験票に記載されているメイン受験番号を記入し、その下のマーク欄に、 

正しくマークしてください。 

6. 受験番号が正しく記入されていない場合は、採点されないことがあります。 

7. 解答は、解答用紙の解答マーク欄にマークしてください。                

例えば 20 と表示のある問いに対して③と解答する場合は、次の（例）のように 

20の解答マーク欄の③にマークしてください。 

（例）                        

 解 答 マ ー ク 欄 

２０ ○1 ○2 ○3 ○4 ○5 ○6 ○7 ○8 ○9 ○0 ○－○±  

解答マーク欄に複数のマークをすると、不正解になります。訂正するときは 

消しゴムできれいに消して、書き直してください。                                                       

8. 問題冊子の余白等は適宜利用してもかまいませんが、どのページも切り離してはいけませ

ん。 

9. 不正行為について 

① 不正行為に対しては厳正に対処します。 

② 不正行為に見えるような行為が見受けられた場合は、監督者が注意します。 

③ 不正行為を行った場合は、その時点で受験を取りやめさせ退室させます。 

 

受 験 番 号 
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英   語 
 

（解答番号  1  ～  25  ） 
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第１問 次の各文の空所に入れるのに最も適当なものを、それぞれ①～③のうちから一つずつ選びな

さい｡［解答番号  1  〜  5  ］ 

 

(1)  I’ll never forget (   1   ) this piece of music for the first time. 

①  heard ②  hearing ③  to hear 

 

(2)  You look (   2   ). Have you had your hair cut? 

①  difference ②  different ③  differently 

 

(3)  (   3   ) sometimes difficult to find exactly the right word to express what you want to say. 

①  It’s ②  There’s ③  You’re 

 

(4) Make (   4   ) that you lock the door when you go out. 

①  sure ②  sense ③  out 

 

(5) Everyone knew (   5   ) serious the situation was. 

①  how ②  what ③  which 
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第２問 次の会話の空所に入れるのに最も適当なものを、下の①～⑤のうちから一つずつ選びなさい。 

［解答番号  6   ～   10  ］ 

  

 Hailey : Hey, Ben. You weren’t in class yesterday. (   6   ) 

 Ben : No, I’m fine. I went to cheer for my brother Ethan’s college basketball team. 

(   7   ) 

 Hailey : Oh, yeah? What happened?  

    Ben : They were behind by one point, and there were five seconds left. (   8   ) It was 

incredible. 

 Hailey : Wow! So, I guess your brother’s a good player? 

    Ben : (   9   ) And it’s a good team. I highly recommend you go and watch sometime. 

In fact, I’m going to their game on Wednesday, if you’re free. 

 Hailey : (   10   ) What time?  

    Ben : It starts at 7:00 p.m., but we’d better show up early to get good seats. Can you meet 

me at 6:15?  

 

 

① The best on the team! 

② It was such an excellent game. 

③ I am. 

④ Were you sick? 

⑤ Then Ethan got the ball and scored. 
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第３問 日本文の意味を表すように（  ）内の語句を並べかえた場合、（  ）内で 3番目にくるも 

のを、それぞれ①～④のうちから選びなさい。ただし、文頭にくる文字も小文字で示してあります。 

［解答番号  11  〜  15  ］ 

 

(1)  何であれ、変更があれば知らせるのはあなたの責任だ。  11   

It’s your responsibility (① inform  ② of  ③ us  ④ to) any changes. 

 

(2)  過去の経験から、彼と言い争っても無駄だと彼女には分かっていた。  12   

From the past experience, she knew that it was (① arguing  ② with  ③ use  ④ no) him. 

 

(3)  私があなたの立場ならどうするか、私には分かりません。  13   

I don’t know what (① I would  ② I were  ③ if  ④ do) in your position. 

 

(4) 「つづりはこれでいいのかな。」「わからない。辞書で調べたら。」  14   

“Is this the correct spelling?” “I don’t know. (① in  ② it  ③ up  ④ look) a dictionary.” 

 

(5) バスで行ったらどうですか。そこに行くにはそれが一番便利です。  15   

You should take the bus — it’s the easiest (① to  ② there  ③ way  ④ get). 
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第４問 次の文章を読んで、下の設問に答えなさい。［解答番号  16  〜  25  ］ 

 

(1)Iceland is an island in the North Atlantic Ocean. It is between Greenland and Norway. It is part 

of Europe. This country has a population of about a quarter of a million people. Most of the people 

live in towns. Reykjavik is the capital and the largest city. 

(2)Iceland is not as cold as its name sounds. The temperature in January in Reykjavik is the same 

as in New York City. (3)Icelanders speak Icelandic(注), which is similar to German, but 99 (A)percent of 

Icelanders also speak English. 

Icelanders are the hardest workers in Europe. They work the longest hours. Many people have 

two or three jobs, and children work during school vacations. Icelanders work hard because life is 

very expensive, and they want a high (B)quality of life. Iceland is the most expensive country in 

Europe. Iceland doesn’t make cars or machines. Many of these things come from other countries. 

That is ( 4 ) they are expensive. However, Iceland has a lot of fish, so fish is not expensive. 

Icelanders have a great system for health and education. Health care and education are (5)free. 

All children must go to school from age 6 to age 16. Every person in Iceland can read and write. 

Icelanders read a lot. They read more books than any other people in the world. Icelanders are 

healthy, too. The air is clean there because people get (C)natural hot water from the ground to heat 

their homes. With clean air and a good health care system, (6)Icelanders live long lives. Men in 

Iceland live the longest lives of any men in the world. 

Iceland is a great country. The air is clean. People live long. There’s almost no crime. Icelanders 

have a high quality of life, but they work hard! 

(Weaving It Together 1, National Geographic Learning, 2016) 

 

（注）Icelandic：アイスランド語 

 

 

 

問 1 下線部(1)に関する記述として本文の内容と一致しないものを、次の①～③のうちから一つ選び

なさい。  16   

① 北大西洋に位置する島国である。 

② ヨーロッパの一国である。 

③ 人口は約 250万人である。 

 

問 2 下線部(2)の意味として最も適当なものを、次の①～③のうちから一つ選びなさい。  17   

 ① Icelandはその名の通り気温が低く寒いところである。  

 ② Icelandと名付けられたのは、寒いところだからというわけではない。  

 ③ Icelandは名前から感じられるほど気温が極端に低いわけではない。 
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問 3 下線部(3)に関する記述として本文の内容と一致しないものを、次の①～③のうちから一つ選びな

さい。  18   

 ① ほとんどの人が三か国語を話すことができる。  

 ② 労働時間がヨーロッパで最も長い。  

 ③ 多くの人々が複数の仕事に就いている。 

 

問 4 空欄( 4 )に入る語として最も適当なものを、次の①～③のうちから一つ選びなさい。  19   

① when 

② where 

③ why 

 

問 5 下線部(5)の意味として最も適当なものを、次の①～③のうちから一つ選びなさい。  20   

① 無料の  

② 自由な  

③ 暇な 

 

問 6 下線部(6)の理由として本文に挙げられていないものを、次の①～③のうちから一つ選びなさい。  

  21   

① 空気が澄んでいること 

② 医療制度が充実していること 

③ よく本を読むこと 

 

問 7 波線部(A)～(C)の単語について、最も強く発音する音節の位置が同じものを、それぞれ①～③の

うちから一つずつ選びなさい。 

(A)  per-cent     22   

 ① be-tween ② Nor-way ③ Eu-rope 

(B)  qual-i-ty     23   

 ① cap-i-tal ② va-ca-tion ③ ex-pen-sive 

(C)  nat-u-ral     24   

 ① At-lan-tic ② sim-i-lar ③ how-ev-er 

 

問 8 本文の内容と一致しないものを、次の①～③のうちから一つ選びなさい。  25   

① Icelandは物価が高い国である。 

② Icelandは識字率が高い国である。 

③ Icelandは犯罪の増加に悩まされている。 
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国 

語 
 

（
解
答
番
号  

26  

～ 

47 

） 
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第
１
問 

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
（
問
１
・
問
２
）
に
答
え
な
さ
い
。 

 
 

僕
ら
は
遊
ぶ
の
が
好
き
だ
。
仕
事
や
勉
強
だ
と
や
る
気
が
出
な
い
け
ど
、
遊
び
だ
っ
た
ら
ａ
イ
サ
ん
で
や
る
。
「
遊
び
を
仕
事
に
し
よ
う
」
み
た
い
な
こ
と
が
自
己
啓
発

本
に
は
よ
く
書
か
れ
て
い
る
け
ど
、
遊
び
は
心
の
自
発
的
な
働
き
だ
と
思
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
良
き
も
の
だ
し
、
楽
し
い
も
の
な
の
だ
、
と
。 

 

だ
け
ど
、
じ
つ
は
遊
ぶ
こ
と
っ
て
誰
に
で
も
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
。
遊
べ
な
い
人
も
い
る
。
あ
る
い
は
遊
べ
な
い
と
き
が
あ
る
。
う
つ
に
な
る
と
ゲ
ー
ム
を
す
る
の
も

嫌
に
な
る
し
、
不
登
校
児
は
お
も
ち
ゃ
に
囲
ま
れ
て
も
手
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
（
注
１
）
ハ
エ
バ
ル
く
ん
も
そ
う
だ
っ
た
。
彼
は
最
初
遊
べ
な
か
っ
た
。
心
が
逼
迫

ひ
っ
ぱ
く

し
て
い
る
と
き
、
僕
ら
は
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。 

 

だ
か
ら
、
「
遊
び
の
精
神
分
析
」
を
打
ち
立
て
た
（
注
２
）
ウ
ィ
ニ
コ
ッ
ト
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。 

  
 

精
神
療
法
は
二
つ
の
遊
ぶ
こ
と
の
領
域
、
つ
ま
り
、
患
者
の
領
域
と
治
療
者
の
領
域
が
重
な
り
合
う
こ
と
で
成
立
す
る
。
精
神
療
法
は
一
緒
に
遊
ん
で
い
る
二
人
に
関

係
す
る
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
の
当
然
の
帰
結
と
し
て
、
遊
ぶ
こ
と
が
起
り
得
な
い
場
合
に
、
治
療
者
の
な
す
べ
き
作
業
は
、
患
者
を
遊
べ
な
い
状
態
か
ら
遊
べ

る
状
態
へ
導
く
よ
う
に
努
力
す
る
こ
と
で
あ
る
。
（
ウ
ィ
ニ
コ
ッ
ト
『
遊
ぶ
こ
と
と
現
実
』
） 

 

こ
こ
で
語
ら
れ
て
い
る
の
は
、
遊
び
の
治
癒
力
で
あ
り
、
遊
び
が
二
人
の
人
間
の
重
な
る
と
こ
ろ
で
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
ウ
ィ
ニ
コ
ッ
ト
は
こ
の
二
人
の
重
な
る

と
こ
ろ
を
「
中
間
領
域
」
と
か
「
潜
在
空
間
」
と
呼
ん
で
い
る
。
言
っ
て
し
ま
え
ば
、
遊
び
と
は
何
か
と
何
か
の
あ
わ
い

、
、
、
に
生
じ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
だ
。 

 

ち
ょ
っ
と
先
走
り
す
ぎ
た
か
も
し
れ
な
い
。
や
や
こ
し
い
け
ど
、
お
も
し
ろ
い
と
こ
ろ
な
の
で
、
も
う
少
し
丁
寧
に
説
明
し
よ
う
。
ウ
ィ
ニ
コ
ッ
ト
っ
て
、
簡
単
な
言
葉

を
使
っ
て
、
訳
の
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
語
る
人
な
の
だ
（
わ
か
り
に
く
い
の
は
、
お
れ
の
せ
い
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
！
）
。
な
ぜ
わ
か
り
に
く
い
か
と
い
う
と
、
彼
が
語
ろ
う
と
し
て
い

る
の
が
母
子
関
係
の
微
妙
で
繊
細
な
部
分
だ
か
ら
だ
。
が
ん
ば
っ
て
説
明
し
た
い
。 

 

砂
場
で
遊
ん
で
い
る
子
ど
も
を
思
い
起
こ
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
彼
は
熱
中
し
て
砂
の
お
城
を
つ
く
っ
て
い
る
。
僕
ら
か
ら
見
る
と
、
彼
は
一
人
で
遊
ん
で
い
る
。 

 

だ
け
ど
、
ウ
ィ
ニ
コ
ッ
ト
に
言
わ
せ
る
と
、
彼
は
一
人
で
遊
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
彼
の
心
に
は
「
母
親
」
が
い
る
（
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
べ
つ
に
こ
れ
は
生
物
学
的
な

母
親
で
な
く
て
も
い
い
。
お
世
話
す
る
人
、
つ
ま
り
ケ
ア
し
て
く
れ
る
人
で
あ
れ
ば
い
い
）
。
こ
こ
が
ウ
ィ
ニ
コ
ッ
ト
の
わ
か
り
に
く
い
と
こ
ろ
だ
。
少
年
は
砂
の
城
の
こ
と
し
か
考
え

て
い
な
い
し
、
外
か
ら
見
て
い
る
僕
ら
に
も
彼
は
一
人
で
遊
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
だ
け
ど
、
実
際
に
は
彼
の
心
の
中
に
は
き
ち
ん
と
母
親
が
い
る
。
そ
れ
が
わ
か
る

の
は
、
彼
の
遊
び
が
中
断
す
る
と
き
だ
。 

 

少
年
は
と
き
ど
き
手
を
止
め
て
、
後
ろ
を
振
り
返
る
。
後
ろ
の
ベ
ン
チ
に
母
親
が
い
る
の
を
確
認
す
る
。
そ
こ
に
母
親
が
い
る
か
不
安
に
な
る
の
だ
。
す
る
と
、
遊
び
は

中
断
す
る
。
こ
の
と
き
、
母
親
は
ス
マ
ホ
で
（
注
３
）
ツ
ム
ツ
ム
を
や
っ
て
い
て
気
が
つ
か
な
い
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
多
く
の
場
合
、
手
を
振
っ
て
く
れ
る
。
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す
る
と
少
年
は
安
心
し
て
、
ふ
た
た
び
遊
び
に
ボ
ッ
ｂ
ト
ウ
し
は
じ
め
る
。 

 
そ
う
、
遊
ぶ
た
め
に
は
、
誰
か
が
心
の
中
に
い
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
れ
が
消
え
去
っ
て
し
ま
う
と
不
安
に
な
っ
て
、
遊
べ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
少
年
は
心
の
中
で
母

親
に
抱
か
れ
て
い
る
と
き
に
、
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
他
者
と
う
ま
く
重
な
っ
て
い
る
と
き
に
、
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。 

そ
し
て
、
こ
の
重
な
り
は
自
己
と
他
者
の
あ
い
だ
で
だ
け
起
こ
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ふ
た
た
び
、
少
年
を
よ
く
見
て
み
よ
う
。
外
か
ら
見
る
と
、
こ
の
少
年
が
や

っ
て
い
る
の
は
砂
の
ｃ
カ
タ
マ
リ
を
こ
ね
て
い
る
こ
と
だ
。
そ
の
こ
と
は
少
年
も
よ
く
知
っ
て
い
る
。
「
何
し
て
る
の
？
」
と
尋
ね
れ
ば
、
「
砂
遊
び
で
す
、
ご
覧
に
な
ら

れ
れ
ば
わ
か
る
と
思
う
の
で
す
が
」
と
答
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
（
な
ぜ
か
嫌
味
な
少
年
が
浮
か
ん
で
し
ま
っ
た
）
。
だ
け
ど
、
じ
つ
は
そ
れ
は
砂
の
カ
タ
マ
リ
で
あ
る
と
同
時
に
、

こ
の
少
年
に
と
っ
て
は
ロ
ボ
ッ
ト
帝
国
の
勇
壮
な
要
塞
で
も
あ
る
。
少
年
は
ロ
ボ
ッ
ト
帝
国
と
い
う
想
像
の
世
界
で
遊
ん
で
い
る
。 

遊
び
は
現
実
と
想
像
が
重
な
る
と
こ
ろ
で
生
じ
る
。
そ
の
ど
ち
ら
か
し
か
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
遊
び
で
は
な
い
。
「
た
だ
砂
を
こ
ね
て
い
る
だ
け
で
す
よ
」
と
な
っ
た
ら

楽
し
く
な
い
し
、
「
ロ
ボ
ッ
ト
帝
国
の
要
塞
な
ん
で
す
。
本
当
に
ヤ
バ
い
ん
で
す
よ
、
い
ま
こ
れ
を
や
ら
な
い
と
世
界
が
滅
び
る
ん
で
す
」
と
脂
汗
を
か
い
て
い
た
ら
、
そ

れ
は
そ
れ
で
ヤ
バ
い
。
切
実
す
ぎ
て
遊
ん
で
い
る
と
は
言
え
な
い
。 

 

遊
び
は
中
間
で
起
こ
る
の
だ
。
主
観
と
客
観
の
あ
わ
い
、
想
像
と
現
実
の
あ
わ
い
。
子
ど
も
と
母
親
の
あ
わ
い
。
遊、
び
は
、
、
自
己
、
、
と、
他
者
、
、
が、
重、
な
る
と
こ
ろ
で

、
、
、
、
、
、
行、
わ
れ
る

、
、
、
。

そ
れ
は
す
な
わ
ち
、
人
は
誰
か
に
依
存
し
て
、
身
を
預
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
き
に
、
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。 

 

し
か
し
、
同
時
に
こ
こ
に
は
ギ
ャ
ク
ｄ
セ
ツ
が
あ
る
。
他
者
と
重
な
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
人
は
遊
べ
る
一
方
で
、
遊
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
と
他
者
を
重
ね
る
こ
と

が
で
き
る
、
と
い
う
ギ
ャ
ク
セ
ツ
だ
。 

 

あ
な
た
の
ぎ
こ
ち
な
か
っ
た
初
デ
ー
ト
を
思
い
出
し
て
ほ
し
い
。
最
初
は
緊
張
し
て
遊
べ
る
感
じ
に
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
け
ど
、
無
理
や
り
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
し
た
り
、
カ

ラ
オ
ケ
で
歌
っ
た
り
し
て
い
る
う
ち
に
、
な
ん
だ
か
楽
し
く
な
っ
て
き
て
、
最
後
は
二
人
で
い
る
こ
と
が
普
通
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
で
は
な
い
か
？ 

転
校
生
と
の
つ

き
あ
い
も
そ
う
で
す
よ
ね
。
最
初
は
な
ん
か
違
和
感
が
あ
る
の
だ
け
ど
、
遊
ん
で
い
る
う
ち
に
普
通
に
友
達
に
な
っ
て
い
る
。 

 

緊
張
し
ち
ゃ
っ
て
身
を
固
く
し
て
い
る
僕
ら
は
、
遊
び
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
で
、
気
づ
け
ば
遊
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
他
者
に
自
分
を
重
ね
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
身
を
ｅ
ユ
ダ
ね
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

 

鶏
と
卵
の
よ
う
な
話
だ
。
依
存
す
る
か
ら
遊
べ
る
し
、
遊
ぶ
か
ら
依
存
で
き
る
。
お
そ
ら
く
そ
の
「
ど
っ
ち
も
」
で
あ
る
の
が
遊
び
な
の
だ
。
遊
び
は
二
つ
の
も
の
の
あ

わ
い
に
生
じ
る
。
ほ
ら
、
「
鶏
か
卵
か
」
を
問
う
こ
と
自
体
が
、
思
考
の
遊
び
で
は
な
い
か
。 

 

デ
イ
ケ
ア
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
遊
び
が
多
い
の
は
、
決
し
て
た
だ
暇
つ
ぶ
し
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
の
だ
。
そ
れ
が
デ
イ
ケ
ア
の
治
療
的
仕
掛
け
な
の
だ
。
一

緒
に
遊
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
遊
べ
な
い
人
を
遊
べ
る
よ
う
に
す
る
。
自
己
を
他
者
に
重
ね
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。 

 

（
東と

う

畑は
た

開か
い

人と

『
居
る
の
は
つ
ら
い
よ―

ケ
ア
と
セ
ラ
ピ
ー
に
つ
い
て
の
覚
書
』
に
よ
る
）
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（
注
１
）
ハ
エ
バ
ル
く
ん
＝
筆
者
が
勤
め
て
い
た
精
神
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
デ
イ
ケ
ア
に
通
っ
て
い
た
患
者
。 

（
注
２
）
ウ
ィ
ニ
コ
ッ
ト
＝
一
八
九
六
～
一
九
七
一
年
。
イ
ギ
リ
ス
の
小
児
科
医
・
精
神
科
医
・
精
神
分
析
家
。 

（
注
３
）
ツ
ム
ツ
ム
＝
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
ゲ
ー
ム
・
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ
。 
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問
１ 

傍
線
部
ａ
～
ｅ
の
カ
タ
カ
ナ
に
あ
た
る
漢
字
を
用
い
て
い
る
熟
語
を
含
む
も
の
を
、
各
群
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。 

〔
解
答
番
号 

  

26  

～ 

30 
 

〕 

 

① 

忙
し
く
て
、
心
の
余
裕
が
な
い
。 

 
 

 

① 

仕
入
れ
た
野
菜
を
店
頭
で
販
売
す
る
。 

 
 

② 

「
一
期
一
会
」
を
座
右
の
銘
に
す
る
。 

 
 

② 

掃
除
当
番
で
帰
り
が
遅
く
な
る
。 

ａ 

イ
サ
ん
で 

 
 
 
 

③ 

勇
気
を
出
し
て
立
ち
向
か
う
。 

ｂ 

ボ
ッ
ト
ウ 

 

③ 

古
い
し
き
た
り
を
踏
襲
す
る
。 

 
 
 

  

26  
 
 

④ 

英
雄
と
し
て
た
た
え
ら
れ
る
。 

 
 
 
 
 
 

  

27  
  

 
 

④ 

円
安
で
物
価
が
高
騰
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
  

⑤ 

全
国
大
会
で
優
勝
す
る
。 

 
 
 
 
 

 
   

 

⑤ 

哀
悼
の
意
を
表
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

① 
懐
中
時
計
を
紛
失
す
る
。 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

① 

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節
約
を
訴
え
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 

厳
し
い
戒
律
を
守
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

② 

面
接
で
自
己
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
。 

ｃ 

カ
タ
マ
リ 

 

③ 

怪
奇
現
象
を
目
撃
す
る
。 

ｄ 

ギ
ャ
ク
セ
ツ 

③ 

新
た
に
会
社
を
設
立
す
る
。 

 
 
 

  

28  
 
 

④ 

古
い
家
屋
が
倒
壊
す
る
。 

 
 
 

  

29  
 
 
 

④ 

小
説
を
読
ん
で
時
間
を
つ
ぶ
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑤ 

採
掘
場
で
金
塊
を
見
つ
け
る
。 

 
 
 
 

⑤ 

友
だ
ち
を
大
切
に
す
る
。 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

① 

契
約
書
を
簡
易
書
留
で
送
る
。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 

役
所
の
業
務
を
民
間
に
委
託
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ｅ 
 

ユ
ダ
ね
る 
 
 
 

③ 

親
の
遺
産
を
相
続
す
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

  

30  
 
 

④ 

老
人
ホ
ー
ム
を
慰
問
す
る
。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
  

⑤ 

為
政
者
の
悪
事
を
糾
弾
す
る
。 
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問
２ 

本
文
の
内
容
と
合
致
す
る
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
〔
解
答
番
号 
  

31  
 

〕 

 
① 
遊
ぶ
こ
と
は
誰
に
で
も
で
き
る
こ
と
で
は
な
く
、
心
の
自
由
や
経
済
的
な
余
裕
が
必
要
で
あ
る
。 

 
 

② 
精
神
療
法
で
は
、
遊
び
に
は
治
癒
力
が
あ
り
、
一
人
遊
び
で
あ
っ
て
も
十
分
な
治
癒
効
果
が
あ
る
。 

 
 

③ 

自
己
と
他
者
を
重
ね
る
か
ら
遊
び
は
楽
し
い
の
で
あ
っ
て
、
一
人
遊
び
は
そ
れ
ほ
ど
楽
し
く
な
い
。 

 
 

④ 

遊
び
は
心
の
自
発
的
な
働
き
で
あ
り
、
他
者
に
依
存
し
な
い
人
ほ
ど
遊
ぶ
の
が
上
手
で
あ
る
。 

 
 

⑤ 

人
は
誰
か
に
自
分
を
重
ね
合
わ
せ
、
身
を
預
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
き
に
、
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。 
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第
２
問 

次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
（
問
１
～
問
４
）
に
答
え
な
さ
い
。 

  
演
奏
が
一
回
限
り
で
あ
る
こ
と
へ
の
疑
問
を
呈
し
、
録
音
技
術
の
登
場
と
進
歩
に
よ
り
、
ラ
イ
ブ
・
コ
ン
サ
ー
ト
は
そ
の
意
義
を
失
っ
た
と
主
張
し
た
の
は
（
注
１
）
グ
レ

ン
・
グ
ー
ル
ド
（
一
九
三
二
～
一
九
八
二
）
で
あ
っ
た
。
自
分
自
身
を
「
コ
ン
サ
ー
ト
・
ド
ロ
ッ
プ
ア
ウ
ト
」
と
称
し
、
一
九
六
四
年
三
月
二
八
日
の
シ
カ
ゴ
・
リ
サ
イ
タ

ル
を
最
後
に
、
グ
ー
ル
ド
は
三
一
歳
に
し
て
一
切
の
コ
ン
サ
ー
ト
演
奏
か
ら
身
を
引
い
た
。
そ
れ
以
後
二
〇
年
近
く
、
結
局
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
で
演
奏
す
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。 

 

グ
ー
ル
ド
に
と
っ
て
「
ホ
ン
モ
ノ
」
と
は
何
を
意
味
し
た
の
か
。
こ
の
問
い
は
、
録
音
・
再
生
の
電
子
技
術
が
目
覚
ま
し
い
発
達
を
遂
げ
た
二
〇
世
紀
末
葉
に
は
、
も
は

や
そ
れ
ほ
ど
重
要
な
意
味
を
持
た
な
く
な
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
（
注
２
）
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
が
論
じ
た
映
画
芸
術
を
考
え
て
み
る
と
、
新
技
術
の
時
代
に
お
け
る
「
ホ

ン
モ
ノ
」
に
関
す
る
議
論
に
は
、
微
妙
な
質
の
変
化
が
認
め
ら
れ
る
。 

 

ス
タ
ジ
オ
で
編
集
さ
れ
た
映
画
の
フ
ィ
ル
ム
を
考
え
て
み
る
。
そ
れ
が
高
度
な
技
術
を
用
い
て
精せ

い

緻ち

に
編
集
さ
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
「
ホ
ン
モ
ノ
」
性
が
低
下
し
て
い

る
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。
グ
ー
ル
ド
は
し
ば
し
ば
こ
の
点
に
つ
い
て
、
ス
タ
ジ
オ
録
音
を
映
画
制
作
の
プ
ロ
セ
ス
に
な
ぞ
ら
え
て
、
「
ホ
ン
モ
ノ
」
論
に
疑
義
を
呈
し
て
い

る
。
二
時
間
の
映
画
が
二
時
間
で
撮
影
さ
れ
た
と
は
誰
も
思
わ
な
い
。
映
画
は
、
た
く
さ
ん
撮
っ
た
大
量
の
フ
ィ
ル
ム
を
繫つ

な

ぎ
合
わ
せ
て
編
集
さ
れ
最
終
的
に
完
成
す
る
の

だ
。
そ
れ
と
ス
タ
ジ
オ
で
何
度
も
演
奏
さ
れ
た
も
の
を
編
集
し
た
音
楽
を
聴
く
こ
と
と
、
ど
こ
に
本
質
的
な
違
い
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
編
集
作
業
で
は
、
演
奏
者
、

音
響
技
師
、
聴
き
手
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
問
題
点
を
指
摘
し
な
が
ら
、
最
終
生
産
物
を
創
り
出
し
て
い
る
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
自
体
が
一
つ
の
「
創
造
行
為
」
だ
と
考
え

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。 

 

グ
ー
ル
ド
は
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
で
演
奏
し
な
く
な
っ
た
理
由
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
「
発
見
」
を
具
体
的
に
語
っ
て
い
る
。
ひ
ど
い
低
音
指
向
の
ス
タ
ジ
オ
・
ピ
ア
ノ
で

仕
事
を
し
た
後
、
「
低
音
を
百
サ
イ
ク
ル
あ
た
り
で
カ
ッ
ト
し
、
高
音
を
約
五
千
サ
イ
ク
ル
ま
で
増
幅
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
そ
の
ピ
ア
ノ
が
魔
法
に
か
か
っ
た
よ
う
に
す
っ

か
り
様
変
わ
り
し
た
こ
と
を
発
見
し
た
」
と
い
う
の
だ
。
こ
こ
で
行
わ
れ
た
「
加
工
」
を
グ
ー
ル
ド
は
創
造
プ
ロ
セ
ス
と
見
る
。 

 

こ
う
し
た
「
発
見
」
に
基
づ
い
て
、
グ
ー
ル
ド
は
ス
タ
ジ
オ
で
技
術
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
、
親
密
な
雰
囲
気
の
中
の
共
同
作
業
に
よ
っ
て
自
分
の
演
奏
が
録
音
さ
れ

る
こ
と
を
好
ん
だ
。
コ
ン
サ
ー
ト
・
ホ
ー
ル
で
の
演
奏
は
、
演
奏
者
が
自
分
の
技
術
を
誇
示
す
る
よ
う
で
不
快
で
あ
り
、
競
争
的
ス
ポ
ー
ツ
の
闘
技
場
の
よ
う
な
も
の
だ
と

し
て
嫌
っ
た
。
闘
技
場
の
聴
衆
は
、
い
つ
演
奏
者
は
間
違
え
る
の
か
を
今
か
今
か
と
好
奇
の
眼
で
待
っ
て
い
る
と
彼
は
感
じ
て
い
た
。
（ 

イ 

）
、
彼
の
録
音
が
、
ス
タ

ジ
オ
の
中
の
編
集
と
呼
ば
れ
る
「
継
ぎ
は
ぎ
作
業
」
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
と
考
え
る
の
は
早
計
だ
と
言
わ
れ
る
。
あ
る
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
証
言
で
は
、
彼
の
場
合
は
ほ
か

の
多
く
の
演
奏
家
が
ス
タ
ジ
オ
録
音
を
す
る
時
よ
り
も
、
「
継
ぎ
は
ぎ
」
の
程
度
は
少
な
か
っ
た
と
い
う
。
グ
ー
ル
ド
は
、
作
曲
家
の
遺
し
た
楽
譜
を
再
現
す
る
演
奏
家
は
、

単
な
る
解
釈
に
留
ま
ら
ず
、
原
曲
（
楽
譜
）
を
技
術
の
助
け
に
よ
っ
て
、
自
分
が
望
む
形
に
創
造
し
直
す
権
利
と
自
由
を
平
等
に
持
っ
て
い
る
と
主
張
す
る
の
だ
。 

 

さ
ら
に
グ
ー
ル
ド
は
、
レ
コ
ー
ド
の
登
場
に
よ
っ
て
、
音
楽
を
聴
く
と
い
う
行
為
も
、
コ
ン
サ
ー
ト
・
ホ
ー
ル
に
縛
り
付
け
ら
れ
る
制
約
か
ら
解
放
さ
れ
た
と
見
る
。
コ

ン
サ
ー
ト
・
ホ
ー
ル
に
お
け
る
た
だ
一
回
の
「
本
番
」
で
は
な
く
、
何
度
で
も
、
都
合
の
よ
い
と
き
に
演
奏
を
耳
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
だ
。（ 

ロ 

）
、
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レ
コ
ー
ド
に
よ
っ
て
生
の
演
奏
会
で
は
聴
き
取
れ
な
い
よ
う
な
多
く
の
音
を
聴
き
分
け
る
こ
と
も
可
能
に
な
っ
た
。
コ
ン
サ
ー
ト
で
た
だ
受
け
身
と
な
っ
て
音
楽
を
楽
し
ん

で
い
た
聴
き
手
は
、
録
音
・
再
生
技
術
の
進
歩
に
よ
っ
て
、
芸
術
へ
の
「
参
与
者
」
と
な
っ
た
の
だ
。
こ
こ
に
、
演
奏
家
は
作
曲
家
の
意
図
を
忠
実
に
再
現
し
、
そ
れ
を
与

え
ら
れ
た
も
の
と
し
て
聴
き
手
は
受
け
入
れ
る
、
と
い
う 

Ａ 

従
属
関
係
は
崩
れ
、
「
作
曲
家
・
演
奏
家
・
聴
き
手
」
の
三
者
が
そ
れ
ぞ
れ
自
律
的
に
芸
術
活
動
を
担
う

と
い
う
「
参
与
の
構
造
」
が
生
ま
れ
る
と
グ
ー
ル
ド
は
考
え
た
。 

 

こ
の
よ
う
な
構
造
は
、
宮
廷
は
も
ち
ろ
ん
、
コ
ン
サ
ー
ト
・
ホ
ー
ル
で
の
演
奏
会
が
持
つ
一
方
向
の
従
属
関
係
を
取
り
崩
し
た
。
（ 

ハ 

）
「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
作

曲
し
た
曲
を
、
ス
タ
ー
指
揮
者
カ
ラ
ヤ
ン
が
指
揮
す
る
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
高
い
チ
ケ
ッ
ト
を
買
っ
て
聴
き
に
行
く
」
と
い
う
、
あ
る
種
の
芸
術
に
お
け

る
通
俗
的
な
位
階
構
造
を
、
録
音
・
再
生
技
術
が
「
覆
し
た
」
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
い
や
少
な
く
と
も
徹
底
的
に
弱
め
た
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
音
楽
芸
術
が
、

複
製
技
術
に
よ
っ
て
安
価
で
広
く
行
き
渡
る
と
い
う
点
で
、
さ
ら
な
る 

Ｂ 

が
進
ん
だ
だ
け
で
な
く
、
市
場
の
選
別
か
ら
生
ま
れ
る
位
階
構
造
そ
の
も
の
を
弱
め
る
「
民

主
化
」
が
進
行
し
た
と
グ
ー
ル
ド
は
見
て
い
る
の
だ
。 

 

一
時
流
行
し
たM

in
u

s O
n

e
レ
コ
ー
ド
（
伴
奏
だ
け
が
録
音
さ
れ
た
レ
コ
ー
ド
）
や
「
カ
ラ
オ
ケ
」
も
、
こ
の
脈
絡
で
考
え
る
と
、
最
も
身
近
な
「
民
主
化
」
現
象
と
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
誰
も
が
ソ
ロ
の
楽
器
演
奏
者
や
ソ
ロ
歌
手
と
な
れ
る
か
ら
だ
。 

 

さ
ら
に
レ
コ
ー
ド
は
、
別
の
仕
事
を
し
な
が
ら
音
楽
を
聴
く
こ
と
を
可
能
に
し
た
。
（ 

ニ 

）
音
楽
は
聴
き
手
の
生
活
に
薄
め
ら
れ
た
形
で
浸
透
し
、
人
々
の
生
活
の

中
の
装
飾
物
と
も
な
っ
た
。
こ
の
民
主
化
の
傾
向
を
推
し
進
め
る
と
、 

 

Ｃ 
 

は
存
在
し
な
く
な
り
、
世
界
が
ユ
ー
ト
ピ
ア
に
な
る
と
グ
ー
ル
ド
は
考
え
て
い
た
よ
う

だ
。 

（
猪い

の

木き

武た
け

徳の
り

『
社
会
思
想
と
し
て
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
』
に
よ
る
） 

 

（
注
１
） 

グ
レ
ン
・
グ
ー
ル
ド
＝
カ
ナ
ダ
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
作
曲
家
。 

（
注
２
） 

ベ
ン
ヤ
ミ
ン
＝
一
八
九
二
～
一
九
四
〇
年
。
ド
イ
ツ
の
文
芸
批
評
家
、
哲
学
者
、
思
想
家
。 

  
 



国-9- 
                                        公募制推薦Ⅱ期 

問
１ 

空
欄
（ 

イ 

）
～
（ 

ニ 

）
を
補
う
言
葉
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。 

〔
解
答
番
号 

  

32  
 

〕 

 
① 
イ
＝
つ
ま
り 

 
 
 

ロ
＝
加
え
て 

 
 

ハ
＝
例
え
ば 

 

ニ
＝
も
っ
と
も 

 
 

② 

イ
＝
つ
ま
り 

 
 
 

ロ
＝
例
え
ば 

 
 

ハ
＝
も
っ
と
も 

 
 

 

ニ
＝
加
え
て 

 
 

③ 

イ
＝
も
っ
と
も 

 
 

ロ
＝
加
え
て 

 
 

ハ
＝
例
え
ば 

 
 

 
 

ニ
＝
つ
ま
り 

 
 

④ 

イ
＝
も
っ
と
も 

 
 

ロ
＝
つ
ま
り 

 
 

ハ
＝
加
え
て 

 
 

 
 

ニ
＝
例
え
ば 

 
 

⑤ 

イ
＝
加
え
て 

 
 
 

ロ
＝
例
え
ば 

 
 

ハ
＝
つ
ま
り 

 
 

 
 

ニ
＝
も
っ
と
も 

 

問
２ 

空
欄 

Ａ 

を
補
う
の
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
〔
解
答
番
号  

33  
  

〕 

  
 

① 

芸
術
的
な 

 
 
 

② 

一
方
的
な 

 
 
 

③ 

主
体
的
な 

 
 
 

④ 

相
互
的
な 

 
 
 

⑤ 

技
術
的
な 

 

問
３ 

空
欄 

Ｂ 

を
補
う
の
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
〔
解
答
番
号  

34 

〕 

 
 

 

 
 

① 

平
等
化 

 
 
 

② 

従
属
化 

 
 
 

③ 

通
俗
化 

 
 
 

④ 

構
造
化 

 
 
 

⑤ 

客
観
化 

 

問
４ 

空
欄 

 

Ｃ 
 

を
補
う
の
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。〔
解
答
番
号  

35  
 

〕 

 

① 

生
活
と
音
楽
の
矛
盾 

 
 

② 

独
裁
と
搾
取
の
政
治 

 
 

③ 

録
音
と
編
集
の
音
楽 

 
 

④ 

支
配
と
従
属
の
芸
術 

 
 

⑤ 

芸
術
と
政
治
の
癒
着 

 
 



国-10- 
                                        公募制推薦Ⅱ期 

第
３
問 

次
の
文
章
中
の
Ａ
～
Ｄ
の
段
落
は
順
不
同
に
並
ん
で
い
ま
す
。
論
旨
が
通
る
よ
う
に
正
し
い
順
序
に
並
べ
換
え
た
も
の
を
、
後
群
の
①
～
⑥
の
う
ち
か
ら
一
つ
選

び
な
さ
い
。
〔
解
答
番
号 

  

36  
 

〕 

 
地
図
な
し
登
山
を
は
じ
め
た
経
緯
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
二
〇
一
一
年
の
最
初
の
北
極
探
検
が
ひ
と
つ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
ま
ち
が
い
な
い
。
こ
の
と
き
の
旅
の

主
題
は
、
一
九
世
紀
の
英
国
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
探
検
隊
の
足
跡
を
た
ど
る
こ
と
だ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
隊
は
、
当
時
の
聖
杯
と
い
え
る
北
西
航
路
発
見
を
目
的
に
し
て
お
り
、

カ
ナ
ダ
極
北
部
の
地
図
の
な
い
多
島
海
の
ど
真
ん
中
に
迷
い
こ
み
、
最
後
は
一
二
九
人
の
隊
員
が
全
滅
し
た
悲
惨
な
探
検
隊
で
あ
る
。
近
年
、
カ
ナ
ダ
の
調
査
隊
が
沈
没
船

を
発
見
し
世
界
的
に
話
題
と
な
っ
た
が
、
そ
の
最
後
の
足
跡
は
今
も
謎
の
ま
ま
だ
。 

 Ａ 

し
か
し
視
覚
的
な
風
景
は
お
な
じ
で
も
、
認
識
論
的
な
風
景
は
お
な
じ
で
は
な
い
。
そ
こ
で
私
が
感
じ
た
の
は
、
自
分
と
彼
ら
と
の
あ
い
だ
に
は
決
定
的
な
距
離
が
あ

る
、
と
い
う
虚
無
的
な
感
覚
だ
っ
た
。
私
は
探
検
隊
の
足
跡
を
忠
実
に
た
ど
り
そ
こ
ま
で
来
た
。
で
も
彼
ら
の
気
持
ち
が
わ
か
ら
な
い
。
境
涯
が
想
像
で
き
な
い
。
風
景
が

行
動
に
共
振
し
な
い
。
分
か
ら
な
さ
だ
け
が
後
に
の
こ
さ
れ
た
。 

Ｂ 

氷
点
下
三
〇
度
以
下
の
寒
さ
の
な
か
を
一
ヶ
月
以
上
彷
徨

さ

ま

よ

い
歩
き
、
私
は
彼
ら
が
全
滅
し
た
島
に
た
ど
り
着
い
た
。
そ
こ
は
氷
原
だ
け
が
広
が
る
、
人
の
手
の
入
っ
て

い
な
い
原
始
の
荒
野
で
あ
る
。
だ
か
ら
そ
の
と
き
の
私
は
、
彼
ら
が
見
た
の
と
お
な
じ
風
景
を
見
て
い
た
と
い
え
る
。 

Ｃ 

言
う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
原
因
の
中
心
に
は
地
図
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
は
ず
だ
。
地
図
が
あ
り
、
先
が
読
め
、
未
来
を
予
期
す
る
こ
と
で
現
在
を
安
心
し
て
過
ご
す

こ
と
が
で
き
る
。
私
は
そ
の
よ
う
な
時
間
に
属
し
た
ま
ま
、
彼
ら
の
遭
難
現
場
に
立
っ
て
い
た
。
で
も
彼
ら
が
属
し
て
い
た
の
は
そ
の
よ
う
な
時
間
で
は
な
か
っ
た
。
地

図
が
な
か
っ
た
彼
ら
に
は
、
先
の
こ
と
を
予
期
す
る
手
段
が
奪
わ
れ
て
お
り
、
未
来
は
完
全
に
闇
に
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
闇
の
な
か
を
手
探
り
で
這は

い
つ
く
ば

り
な
が
ら
、
死
ん
で
い
っ
た
の
で
あ
る
。 

Ｄ 

私
と
彼
ら
と
の
あ
い
だ
に
横
た
わ
る
、
こ
の
距
離
の
正
体
は
何
だ
っ
た
の
か
？ 

そ
れ
か
ら
ず
っ
と
そ
の
こ
と
が
、
気
に
な
り
、
年
を
追
う
ご
と
に
、
私
の
中
で
こ
の

問
題
は
大
き
く
な
っ
た
。 

  

し
か
し
私
と
彼
ら
と
の
あ
い
だ
に
広
が
る
距
離
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
そ
れ
は
未
来
を
予
期
す
る
こ
と
そ
れ
自
体
が
も
た
ら
す
風
景
と
の
距
離
で

も
あ
っ
た
は
ず
だ
。 

 

未
来
を
予
期
し
、
何
か
を
計
画
し
た
と
き
、
行
動
と
、
目
の
前
の
外
界
と
に
流
れ
る
時
間
の
あ
い
だ
で
は
ズ
レ
が
生
じ
る
。
明
日
は
ど
こ
そ
こ
ま
で
行
け
そ
う
だ
、
と
か
、

あ
と
一
週
間
で
町
に
着
き
そ
う
だ
、
と
い
っ
た
未
来
へ
の
展
望
が
目
の
前
の
風
景
に
覆
い
か
ぶ
さ
る
こ
と
で
、
今
現
在
と
い
う
時
間
に
完
全
に
没
入
で
き
な
い
状
態
と
な
る

の
だ
。
今
と
な
っ
て
は
、
こ
の
距
離
こ
そ
個
人
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
が
生
み
出
さ
れ
る
根
本
的
要
因
の
よ
う
な
気
も
す
る
の
だ
が
、
で
も
、
私
が
こ
の
距
離
の
問
題
に
気
づ
い
た

の
は
、
じ
つ
は
ず
い
ぶ
ん
あ
と
の
話
で
、
日
高
で
地
図
な
し
登
山
を
何
度
か
や
っ
て
か
ら
の
こ
と
な
の
で
あ
っ
た
。 



国-11- 
                                        公募制推薦Ⅱ期 

（
角か

く

幡は
た

唯ゆ
う

介す
け

「
分
か
る
と
い
う
こ
と―

地
図
を
め
ぐ
る
旅
」
に
よ
る
） 

  
① 
Ｂ―

Ｄ―

Ｃ―

Ａ 
 
 
 

② 

Ｂ―

Ａ―

Ｄ―

Ｃ 
 
 
 
 

③ 

Ｃ―

Ａ―

Ｄ―

Ｂ 
④ 
Ｃ―

Ｂ―

Ｄ―

Ａ 
 
 
 

⑤ 

Ｄ―

Ｃ―

Ａ―

Ｂ 
 
 
 
 

⑥ 

Ｄ―

Ｃ―

Ｂ―

Ａ 



国-12- 
                                        公募制推薦Ⅱ期 

第
４
問 

次
の
Ａ
～
Ｅ
の
各
群
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
、
傍
線
部
の
漢
字
の
読
み
が
間
違
っ
て
い
る
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。 

〔
解
答
番
号 

  

37  

～  

41  
 

〕 

 
 

 
 

 
 

① 

激
し
く
罵
倒
（
ば
と
う
）
す
る
。 

 
 

 
 

② 

因
習
を
払
拭
（
ふ
っ
し
ょ
く
）
す
る
。 

Ａ 
 

37 
 

③ 

牛
馬
の
ご
と
く
使
役
（
し
や
く
）
す
る
。 

 
 

 
 

④ 

惰
眠
（
だ
み
ん
）
を
む
さ
ぼ
る
。 

 
 

 
 

⑤ 
容
赦
（
よ
う
し
ゃ
）
な
く
処
罰
す
る
。 

  
 

 
 

① 

と
て
も
心
地
（
こ
こ
ち
）
よ
い
。 

 
 

 
 

② 

浴
衣
（
ゆ
か
た
）
を
着
る
。 

Ｂ 
  

38 
 

③ 

彼
と
は
相
性
（
あ
い
し
ょ
う
）
が
い
い
。 

 
 

 
 

④ 

小
豆
（
あ
ず
き
）
を
煮
る
。 

 
 

 
 

⑤ 

読
経
（
ど
け
い
）
を
あ
げ
る
。 

  
 

 
 

① 

ギ
タ
ー
を
奏
（
か
な
）
で
る
。 

 
 

 
 

② 

か
ば
ん
を
提
（
さ
）
げ
る
。 

Ｃ 
 

39 
 

③ 

シ
ー
ル
を
剝
（
は
）
が
す
。 

 
 

 
 

④ 

足
が
腫
（
む
く
）
れ
る
。 

 
 

 
 

⑤ 

旗
が
翻
（
ひ
る
が
え
）
る
。 

  
 

 
 

① 

彼
は
不
世
出
（
ふ
せ
い
し
ゅ
つ
）
の
天
才
だ
。 

 
 

 
 

② 

空
元
気
（
か
ら
げ
ん
き
）
を
出
す
。 

Ｄ 
 

40 
 

③ 

小
細
工
（
こ
ざ
い
く
）
を
す
る
。 

 
 

 
 

④ 

相
手
と
直
談
判
（
ち
ょ
く
だ
ん
ぱ
ん
）
す
る
。 

 
 

 
 

⑤ 

こ
の
子
は
意
気
地
（
い
く
じ
）
が
な
い
。 



国-13- 
                                        公募制推薦Ⅱ期 

 
 

 
 

① 

一
献
（
い
っ
こ
ん
）
差
し
上
げ
る
。 

 
 

 
 

② 

全
戸
（
ぜ
ん
と
）
に
資
料
を
配
る
。 

Ｅ 
 

41 
  

③ 

釣
果
は
ア
ジ
一
尾 (

い
ち
び)

。 

 
 

 
 

④ 

六
輪
（
ろ
く
り
ん
）
の
花
束
を
作
る
。 

 
 

 
 

⑤ 

六
畳
（
ろ
く
じ
ょ
う
）
の
部
屋
を
借
り
る
。 

  
 



国-14- 
                                        公募制推薦Ⅱ期 

第
５
問 

次
の
各
問
い
（
問
１
～
問
６
）
に
答
え
な
さ
い
。
（
解
答
番
号 

42 

～ 

47 

） 

 
問
１ 

「
看
板
に
偽
り
あ
り
」
を
意
味
す
る
四
字
熟
語
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
〔
解
答
番
号 

  

42  
 

〕 

 
① 
付
和
雷
同 

② 

羊
頭
狗く

肉 

③ 

虎
視
眈た

ん

々た
ん 

④ 

牽
強

け
ん
き
ょ
う

付
会 

⑤ 

巧
言
令
色 

 

問
２ 

「
噴
飯
」
の
意
味
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
〔
解
答
番
号 

  

43  
 

〕 

 

① 

怒
り
が
お
さ
ま
ら
な
い
こ
と 

② 

理
解
を
越
え
て
い
る
こ
と 

③ 

と
う
て
い
許
容
で
き
な
い
こ
と 

④ 

み
じ
め
で
な
さ
け
な
い
こ
と 

⑤ 

ふ
き
出
し
て
笑
う
こ
と 

 

問
３ 

次
の
文
は
い
く
つ
の
文
節
か
ら
成
り
ま
す
か
。
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
、
後
群
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
〔
解
答
番
号 

  

44  
 

〕 

 
 
 

 そ
の
話
を
聞
い
て
、
と
て
も
悲
し
く
な
っ
た
。 

 
 

 

① 

四
つ 

 
 

② 

五
つ 

 
 

③ 

六
つ 

 
 

④ 

七
つ 

 
 

⑤ 

八
つ 

   



国-15- 
                                        公募制推薦Ⅱ期 

問
４ 

小
説
『
金
閣
寺
』
の
作
者
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
〔
解
答
番
号 

  

45  
 

〕 

 

① 

谷
崎
潤
一
郎 

② 
幸
田
露
伴 

③ 
三
島
由
紀
夫 

④ 

川
端
康
成 

⑤ 

島
崎
藤
村 

 

問
５ 

季
語
と
季
節
の
組
み
合
わ
せ
が
間
違
っ
て
い
る
も
の
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
〔
解
答
番
号 

  

46  
 

〕 

 

① 

麦
秋
（
夏
） 

② 

小
春
日
和
（
冬
） 

③ 

時
雨
（
夏
） 

④ 

名
月
（
秋
） 

⑤ 

霞
（
春
） 

 

問
６ 

三
字
熟
語
「 

一
本
」
と
「 

兵
法
」
の
空
欄 

に
共
通
し
て
入
る
漢
字
を
、
次
の
①
～
⑤
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。
〔
解
答
番
号 

  

47  
 

〕 

 

① 

人 
 
 

② 

酒 
 
 

③ 

木 
 
 

④ 

金 
 
 

⑤ 
生 

 


